
日
本
の
中
世
に
お
け
る
女
性
と
財
産
の
研
究
は
、
主
と
し
て
不
動
産
の
相

続
を
中
心
に
行
な
わ
れ
、
戦
前
か
ら
の
長
い
蓄
積
が
あ
る
。
か
つ
て
は
、
鎌

倉
時
代
に
女
子
が
男
子
と
並
ん
で
所
領
を
譲
与
さ
れ
、
そ
れ
が
単
な
る
婚
資

（
持
参
財
）
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
事
実
自
体
が
、
研
究
者
に
と
っ
て
の
大
き

な
驚
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
こ
の
問
題
は
、
戦
前
に
お
い
て
は

主
に
法
制
史
研
究
の
、
戦
後
は
主
に
女
性
史
研
究
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
、

（
１
Ｌ
）

解
明
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
古
代
・
中
世
の
社
会
構
造
を
と
ら

え
る
根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
家
族
・
親
族
の
構
造
、
「
家
」
の
形
成
と
変

（
２
）

化
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
中
世
前
期
の
「
家
」
を
読
み
解
く

鍵
と
な
り
う
る
後
家
の
相
続
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
女
性
相
続
を
扱
っ
た
研
究
に
お
い
て
は
、
「
女

性
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
し
ば
し
ば
「
女
子
」
相
続
と
「
後
家
」
相
続

特
集
／
女
性
と
財
産

中
世
に
お
け
る
後
家
相
続

は
じ
め
に

ｌ
『
鎌
倉
遺
文
』
を
素
材
と
し
て
Ｉ

と
を
混
同
し
て
論
じ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
女
子
相
続
と
は
娘
が
親
の
財
を

相
続
す
る
こ
と
で
、
後
家
相
続
と
は
妻
（
寡
婦
）
が
夫
の
財
を
相
続
す
る
こ

と
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
女
性
の
地
位
を
評
価
す
る
の
に
性
急
で
、

後
家
相
続
に
つ
い
て
は
「
夫
権
に
支
え
ら
れ
た
も
の
」
と
し
て
あ
ま
り
重
視

し
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
後
家
相
続
の
在
り
方
こ
そ
が
、
古
代

と
も
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
に
至
る
家
と
も
異
な
る
、
中
世
前
期
的
な
「
家
」

の
特
質
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
本
稿
で
は
鎌
倉
時
代
の
後
家

相
続
に
つ
い
て
集
中
的
に
検
討
を
加
え
た
い
。
史
料
に
は
竹
内
理
三
氏
編
『
鎌

倉
遺
文
』
（
東
京
堂
）
の
一
巻
か
ら
三
三
巻
、
即
ち
二
八
五
（
文
治
元
）
年

よ
り
一
三
一
五
（
正
和
四
）
年
の
古
文
書
を
用
い
る
。

な
お
、
本
論
に
入
る
前
に
、
女
子
相
続
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
て
お
く
。

中
世
の
女
子
相
続
は
、
当
初
は
永
代
譲
与
で
あ
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代
後
半
期

に
な
る
と
一
期
分
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
女
子
の
実
家
の
人
間
の
中
で
未
来

領
主
を
定
め
、
女
子
一
生
の
後
は
そ
の
人
物
が
相
続
す
る
と
い
う
方
式
が
取

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
女
子
の
婚
家
先
で
生
ま
れ
た
子
供
に
所
領
が
讓
ら
れ

野
村
育
世
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「
後
家
」
の
語
は
、
現
在
で
は
通
常
、
寡
婦
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
が
、

古
代
で
は
妻
に
限
ら
ず
、
遺
族
全
般
を
指
す
言
葉
で
あ
っ
た
。
「
遺
族
」
か

ら
「
寡
婦
」
へ
の
語
義
転
換
は
、
平
安
中
期
、
摂
関
全
盛
期
以
後
、
夫
の
死

後
、
「
家
」
を
寡
婦
が
代
行
す
る
慣
習
が
生
じ
て
か
ら
で
あ
る
。
後
家
相
続

（
４
詮
）

の
登
場
は
、
平
安
後
期
、
十
二
世
紀
に
入
る
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。

後
家
の
相
続
に
は
、
そ
の
意
義
を
異
に
す
る
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。
一
つ

は
、
夫
亡
き
後
の
「
家
」
に
お
け
る
支
配
権
そ
の
も
の
を
継
承
す
る
こ
と
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
夫
か
ら
所
領
の
一
部
を
、
諸
子
同
様
に
割
き
与
え
ら

れ
る
所
謂
「
後
家
分
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
伊
勢
光
明
寺
文
書
』
に
登
場

す
る
度
会
雅
継
は
、
一
二
五
四
（
建
長
六
）
年
五
月
十
一
日
に
子
供
た
ち
に

田
畠
や
財
物
、
所
従
を
分
譲
し
た
が
、
後
家
に
対
し
て
は
「
抑
雌
可
有
後
家

（
嫁
）

分
、
他
腹
子
息
不
相
交
之
上
、
不
可
有
改
娘
之
儀
、
然
者
存
命
之
間
、
田
畠

舎
宅
所
従
財
物
、
一
向
進
退
、
可
被
憐
感
子
息
等
、
有
不
忠
不
當
事
之
子
息

者
、
不
可
充
得
分
」
と
述
べ
て
、
他
腹
の
子
が
お
ら
ず
後
家
改
嫁
も
な
い
で

あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
「
後
家
分
」
を
分
け
ず
、
子
息
ら
に
分
け
た

て
、
所
領
が
流
出
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
十
四
世
紀
に

入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
家
」
で
、
従
来
の
分
割
相
続
を
や
め
て
嫡
子
単
独
相

続
に
移
行
す
る
と
、
女
子
分
は
極
少
化
さ
れ
る
が
、
他
家
に
嫁
に
行
く
女
子

の
不
安
定
な
立
場
へ
の
配
慮
と
し
て
、
な
お
狭
少
な
土
地
や
年
間
何
石
と
い

（
ｑ
Ｊ
）
・

う
米
が
一
期
の
間
、
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

一
、
後
家
相
続
と
い
う
形

は
じ
め
に
、
「
家
」
の
支
配
権
の
継
承
と
い
う
側
面
に
注
目
す
る
。
家
父

長
が
所
領
未
処
分
の
ま
ま
死
去
し
た
場
合
、
遺
領
の
処
分
は
ど
の
よ
う
に
行

な
わ
れ
た
の
か
、
後
家
の
関
与
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
実
例
を
逐
っ

て
見
て
行
き
た
い
。

側
一
二
一
八
（
建
保
六
）
年
四
月
二
十
八
日
、
大
江
姉
子
は
、
亡
夫
僧
延

尊
が
未
処
分
の
ま
ま
遣
し
た
「
重
代
相
伝
」
の
観
心
寺
庄
下
司
職
を
、
夫
存

生
の
時
の
意
趣
に
任
せ
て
、
龍
太
丸
へ
と
譲
っ
た
。
龍
太
丸
と
は
、
名
前
か

ら
し
て
未
成
人
で
あ
り
、
延
存
・
姉
子
夫
妻
の
子
供
と
思
わ
れ
る
（
『
観
心

寺
文
書
』
「
大
江
姉
子
讓
状
」
、
『
鎌
』
二
三
六
九
号
）
。

②
一
二
三
一
（
寛
喜
三
）
年
七
月
十
一
日
、
河
瀬
末
久
の
後
家
は
、
亡
夫

の
未
処
分
地
を
女
子
河
瀬
四
子
に
譲
与
し
た
。
こ
の
時
、
嫡
子
は
他
行
し
て

い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
処
分
状
に
は
、
「
母
後
家
」
の
他
に
一
女
河
瀬

姉
子
、
二
子
、
三
子
と
三
人
の
娘
た
ち
の
連
署
が
あ
る
（
『
武
蔵
根
岸
文
書
』

「
後
家
某
処
分
状
」
、
『
鎌
』
四
一
七
二
号
）
。

③
一
二
六
二
（
弘
長
二
）
年
八
月
十
七
日
、
沙
弥
縁
仏
の
後
家
尼
住
妙
は
、

家
の
財
産
全
て
の
管
理
を
委
任
し
て
い
る
（
『
鎌
倉
遺
文
』
、
以
下
『
鎌
』
と

略
す
、
七
七
四
八
号
）
。
即
ち
こ
の
後
家
は
、
先
に
述
べ
た
二
種
の
後
家
相

続
の
う
ち
、
後
者
は
与
え
ら
れ
ず
、
前
者
の
み
全
面
的
に
手
に
入
れ
た
わ
け

で
あ
る
。
二
種
の
後
家
相
続
は
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
を
全
く
異
に
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
節
を
改
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

二
、
後
家
権
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夫
が
頓
死
し
た
た
め
、
嫡
子
藤
原
光
弘
に
夫
の
相
伝
私
領
の
田
一
所
を
譲
っ

た
（
『
山
城
大
徳
寺
文
書
』
「
尼
住
妙
田
地
讓
状
」
、
『
鎌
』
八
八
五
九
号
。
な

お
、
『
鎌
』
八
八
八
七
号
に
光
弘
の
売
券
が
あ
る
）
。

側
一
二
六
六
（
文
永
三
）
年
十
二
月
八
日
、
委
文
行
重
の
後
家
播
磨
氏
は
、

亡
夫
の
相
伝
井
伝
領
地
の
田
畠
等
を
嫡
男
委
文
光
行
に
譲
与
し
た
（
『
勝
尾

寺
文
書
』
「
委
文
行
重
後
家
播
磨
氏
田
畠
等
処
分
状
案
」
、
『
鎌
』
九
六
○
七

口
言
）
。⑥
一
二
八
四
（
弘
安
七
）
年
二
月
晦
日
、
浄
円
房
の
後
家
は
、
浄
円
房
が

未
処
分
の
ま
ま
死
去
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
浄
円
の
相
伝
私
領
で
あ
る
紀
伊

国
志
富
田
庄
内
の
名
田
一
段
を
、
子
息
熊
女
に
宛
て
譲
っ
た
（
『
高
野
山
文

書
又
続
宝
簡
集
』
「
浄
円
房
後
家
田
地
充
文
」
、
『
鎌
』
一
五
○
八
六
号
）
。

⑥
一
二
八
四
（
弘
安
七
）
年
十
二
月
日
の
「
惣
善
畠
地
売
券
」
で
、
惣
善

が
売
却
し
た
大
和
国
平
群
郡
の
畠
地
三
段
は
、
も
と
は
巨
勢
友
情
先
祖
相
伝

の
私
領
で
あ
っ
た
が
、
友
情
が
頓
死
し
た
た
め
、
友
情
後
家
の
沙
汰
と
し
て

惣
善
に
配
分
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
『
額
安
寺
文
書
』
、
『
鎌
』
一
五
三
九

八
号
）
。

例
一
二
八
八
（
正
応
元
）
年
十
月
、
渋
谷
明
重
後
家
の
寿
阿
弥
陀
仏
は
、

子
息
の
一
人
平
四
郎
入
道
有
重
が
死
去
し
た
た
め
、
そ
の
跡
の
所
領
公
田
四

町
余
と
村
及
び
公
事
を
、
残
る
子
息
た
ち
、
平
次
入
道
公
重
、
せ
う
く
わ
ん
房

（
重
高
）
、
お
く
の
ご
ぜ
ん
、
た
き
の
ご
ぜ
ん
、
平
三
郎
入
道
に
ほ
ぼ
均
等
に

配
分
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
既
に
子
息
に
譲
与
さ
れ
た
所
領
に
対
し
て
も
、

子
息
が
未
処
分
で
死
ん
だ
場
合
、
母
で
あ
る
明
重
後
家
が
処
分
権
を
持
っ
て

い
る
（
『
入
来
院
岡
元
家
文
書
』
「
尼
寿
阿
置
文
案
」
、
『
鎌
』
一
六
八
○
二

号
）
。⑧
一
二
八
九
（
正
応
二
）
年
十
二
月
、
尼
法
阿
弥
陀
仏
は
、
金
剛
峯
寺
領

紀
伊
国
伊
都
郡
小
田
村
の
田
畠
二
段
半
を
、
高
野
山
大
師
御
影
堂
に
寄
進
し

て
い
る
が
、
こ
の
土
地
は
も
と
金
峯
山
住
善
顕
の
供
奉
相
伝
の
私
領
で
あ
り
、

彼
が
頓
死
し
た
た
め
に
法
阿
弥
陀
仏
の
計
い
で
寄
進
し
た
の
だ
と
い
う
。
寄

進
状
に
続
柄
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
家
尼
と
と
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う

（
『
高
野
山
文
書
続
宝
簡
集
』
三
「
尼
法
阿
弥
陀
仏
田
畠
寄
進
状
」
、
『
鎌
』

一
七
二
四
二
号
）
。

以
上
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
亡
夫
が
未
処
分
の
ま
ま
遣
し
た
遺
領
は
、

後
家
が
処
分
す
る
と
い
う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後

家
が
子
息
と
共
同
で
処
分
を
し
た
例
も
、
少
数
だ
が
見
ら
れ
る
。
次
に
見
て

承
よ
う
。

ば
ふ
り

⑨
一
二
四
一
（
仁
治
二
）
年
四
月
三
日
、
祝
今
木
経
方
が
未
処
分
の
ま
ま

遺
し
た
先
祖
相
伝
私
領
一
所
を
、
嫡
男
今
木
経
員
と
後
室
中
原
氏
が
連
名
で

女
子
字
仁
王
女
に
譲
与
し
て
い
る
。
讓
状
に
は
両
名
の
花
押
が
据
え
ら
れ
て

い
る
。
『
鎌
倉
遺
文
』
は
、
こ
の
文
書
名
を
「
今
木
経
員
田
地
譲
状
」
と
し

て
い
る
が
、
本
文
中
に
「
嫡
男
今
木
経
員
與
後
室
中
原
氏
シ
テ
」
と
記
さ
れ

て
い
る
以
上
、
「
今
木
経
員
中
原
氏
女
田
地
讓
状
」
と
す
べ
き
で
あ
る
（
『
山

城
田
中
教
忠
氏
文
書
』
、
『
鎌
』
五
七
九
五
号
）
。

Ⅲ
右
の
側
の
例
と
同
様
に
、
後
家
と
嫡
子
が
連
署
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

一
二
四
二
（
仁
治
三
）
年
二
月
三
十
日
、
死
亡
し
た
行
永
の
売
得
所
領
摂
津

国
粟
生
村
内
の
田
一
八
○
歩
を
、
後
家
の
支
配
に
よ
っ
て
字
藤
平
な
る
人
物

に
配
分
し
、
日
下
に
「
嫡
男
國
行
」
、
そ
の
次
に
「
母
堂
中
臣
女
」
と
後
家
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の
名
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
略
押
が
押
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
も
⑨
同
様
、
『
鎌

倉
遺
文
』
は
文
書
名
を
「
長
谷
國
行
田
地
虚
分
状
」
と
付
け
る
が
、
こ
の
場

合
、
嫡
男
国
行
の
名
は
日
下
の
署
名
の
承
で
あ
り
、
本
文
中
に
は
「
以
後
家

之
支
配
、
字
藤
平
限
永
年
御
配
分
実
也
」
と
専
ら
後
家
に
よ
る
処
分
で
あ
っ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
内
容
と
合
致
し
な
い
。
「
行
永
後
家
中
臣
女
田

地
処
分
状
」
と
で
も
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
嫡
男
が
子
供
達
の
中
で
た

だ
一
人
署
判
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
、
後
家
の
処
分
権
に
対
し
て
嫡

子
の
発
言
権
が
徐
々
に
及
ん
で
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（
『
摂
津
勝
尾

寺
文
書
』
、
『
鎌
』
五
九
九
○
号
）
。

⑪
一
二
三
三
（
貞
永
二
）
年
二
月
十
日
、
藤
原
安
国
が
売
買
相
伝
の
私
領

田
地
を
未
処
分
の
ま
ま
死
去
し
た
た
め
、
後
家
丼
子
息
等
之
沙
汰
」
と
し
て
、

乙
王
丸
な
る
人
物
に
売
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
売
主
は
や
は
り
後
家
で
あ
っ

た
よ
う
で
、
署
判
は
日
下
に
「
売
後
家
」
と
あ
り
、
以
下
「
嫡
男
僧
」
「
藤

原
二
子
」
「
同
三
子
」
「
同
四
子
」
と
あ
っ
て
、
嫡
男
と
三
子
が
花
押
、
他

は
略
押
を
据
え
て
い
る
（
『
百
巻
本
東
大
寺
文
書
』
五
、
「
藤
原
安
国
後
家
等

田
地
作
手
売
券
」
、
『
鎌
』
四
四
三
九
号
）
。

⑫
一
二
八
八
（
正
応
元
）
年
十
一
月
一
日
、
故
大
中
臣
某
の
未
処
分
の
畠

地
一
八
○
歩
を
「
諸
子
等
後
家
共
に
」
知
行
し
て
き
た
が
、
必
要
が
生
じ
た

た
め
、
「
嫡
子
大
中
臣
字
薬
王
次
郎
」
〃
「
一
女
子
同
字
立
与
宮
」
、
「
後
家

山
下
氏
子
」
が
連
名
で
売
却
し
て
い
る
。
『
鎌
倉
遺
文
』
は
こ
れ
も
ま
た
「
大

中
臣
薬
王
次
郎
畠
売
券
」
と
し
て
い
る
が
、
如
何
な
も
の
か
（
『
伊
勢
光
明

寺
文
書
』
、
『
鎌
』
一
六
八
○
五
号
）
。
未
処
分
地
の
配
分
に
関
す
る
そ
の
内

容
に
か
か
わ
ら
ず
、
男
性
名
を
代
表
と
し
て
文
書
名
に
付
し
て
き
た
こ
れ
ま

で
の
史
料
編
纂
の
在
り
方
に
、
そ
れ
自
体
歴
史
性
を
感
じ
て
し
ま
う
。

以
上
、
後
家
の
権
限
に
つ
い
て
見
て
来
た
。
次
に
、
亡
夫
か
ら
子
供
た
ち

に
譲
与
さ
れ
た
所
領
に
対
す
る
後
家
の
管
理
権
（
文
書
に
は
「
沙
汰
」
「
進

退
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
）
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

夫
の
死
後
、
子
息
ら
が
幼
少
で
あ
る
場
合
に
、
成
人
を
待
つ
期
間
、
母
で

あ
る
後
家
が
代
わ
っ
て
中
継
ぎ
相
続
を
す
る
こ
と
は
、
既
に
多
く
の
事
例
が

（
貝
Ｊ
）

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
一
二
三
八
（
暦
仁
元
）
年

十
二
月
十
七
日
、
正
二
位
前
参
議
中
山
忠
定
は
、
両
親
よ
り
相
伝
し
た
所
領
、

文
書
以
下
資
材
物
雑
に
至
る
ま
で
全
て
、
「
家
嫡
」
基
雅
に
譲
り
、
基
雅
に

子
が
な
い
場
合
は
弟
地
蔵
御
前
を
子
に
し
て
譲
る
よ
う
に
と
、
嫡
子
単
独
相

続
を
非
常
に
早
期
に
開
始
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
お
の
上
上
成
人
以
前

は
、
母
堂
の
は
か
ら
ひ
に
て
、
何
事
も
さ
た
あ
る
へ
き
な
り
」
と
書
き
加

え
て
い
る
（
『
書
陵
部
所
蔵
文
書
』
「
中
山
忠
定
謹
状
」
、
『
鎌
』
五
三
五
五

号
）
。し
か
し
、
こ
の
中
世
前
期
に
お
け
る
後
家
の
権
限
は
、
単
に
子
息
成
人
以

前
の
中
継
ぎ
役
に
と
ど
ま
ら
ず
、
子
息
成
人
の
後
も
亡
夫
遺
領
に
対
す
る
管

理
権
が
温
存
さ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
個
々
の
譲
状
に
お

い
て
、
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
源
時
兼
は
一
二
四
八
（
宝

治
二
）
年
八
月
八
日
の
讓
状
で
、
女
子
と
ち
ご
ぜ
ん
に
新
田
庄
内
の
郷
・
村

（
マ
マ
）

を
譲
与
し
て
「
は
入
の
こ
こ
ろ
を
そ
む
か
む
に
い
た
て
は
、
は
上
の
し
ん
た

い
に
て
あ
る
へ
し
」
と
し
た
（
『
正
木
文
書
』
「
源
時
兼
讓
状
」
、
『
鎌
』
六
九

九
五
号
）
。
ま
た
、
青
方
能
高
改
め
沙
弥
覚
尋
も
一
二
八
七
（
弘
安
十
）
年

正
月
十
五
日
子
息
た
か
い
え
に
肥
前
国
青
方
の
地
頭
職
を
譲
与
し
た
際
に
、
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「
た
坐
し
、
こ
け
そ
ん
し
や
う
の
あ
ひ
た
〈
、
め
い
を
そ
む
く
へ
か
ら
す
」

と
言
い
添
え
た
（
『
青
方
文
書
昌
覚
尋
讓
状
案
」
、
『
鎌
』
一
六
一
五
二
号
）
。

こ
の
よ
う
な
後
家
の
権
限
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
使
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
か
。
例
え
ば
、
度
会
氏
子
は
、
病
で
死
ん
だ
夫
よ
し
し
げ
神
主
の
未
処
分

の
所
領
田
地
を
、
遺
言
に
従
っ
て
男
女
四
子
に
分
割
し
て
知
行
さ
せ
て
き
た

が
、
一
二
三
三
（
貞
永
二
）
年
、
急
に
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
自
分
一
人
の

名
で
売
り
払
っ
て
い
る
。
そ
の
時
、
「
も
し
わ
か
こ
と
も
の
な
か
に
、
わ
つ

（
も
）

ら
い
い
た
す
と
ん
か
ら
あ
ら
ハ
、
そ
れ
か
さ
た
と
し
て
、
ほ
ん
ち
を
か
へ
す

へ
し
」
と
の
文
言
を
付
し
、
自
分
の
責
任
に
お
い
て
保
障
す
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る
（
『
伊
勢
光
明
寺
文
書
』
貞
永
二
年
二
月
十
三
日
「
度
会
氏
子
田
地

売
券
」
、
『
鎌
』
四
四
四
一
号
）
。
ま
た
、
一
二
八
五
（
弘
安
八
）
年
六
月
五

日
、
相
馬
胤
村
後
家
尼
阿
蓮
は
、
女
子
こ
ま
や
さ
に
譲
与
し
た
相
馬
御
厨
内

の
村
と
屋
敷
三
町
を
、
こ
ま
や
さ
が
出
家
し
た
の
を
理
由
に
、
悔
い
返
し
て

嫡
子
師
胤
に
譲
与
し
て
い
る
（
『
相
馬
家
文
書
』
「
尼
あ
れ
ん
讓
状
」
、
『
鎌
』

一
五
六
○
五
号
）
。
『
朽
木
文
書
』
の
尼
め
う
ご
は
、
一
二
九
二
（
正
応
五
）

年
十
月
二
十
四
日
、
四
郎
ゆ
き
つ
な
に
譲
る
べ
き
で
あ
っ
た
地
頭
職
以
下
の

所
領
を
、
亡
父
の
命
に
背
く
不
孝
の
者
で
あ
る
と
し
て
、
ゆ
き
つ
な
を
勘
当

し
、
甥
の
出
羽
三
郎
さ
ゑ
も
ん
よ
り
の
ぶ
に
譲
っ
た
。
（
『
朽
木
文
書
』
「
尼

め
う
ご
譲
状
」
、
『
鎌
』
一
八
○
三
五
号
）
。
こ
の
よ
う
に
、
後
家
は
子
供
ら

に
既
に
譲
与
さ
れ
た
所
領
に
対
し
て
も
、
悔
返
し
て
自
分
の
気
に
入
る
子
に

譲
与
し
た
り
、
売
却
し
た
り
し
た
。
幕
府
法
で
も
母
子
対
論
は
禁
じ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
子
供
の
側
か
ら
異
議
を
唱
え
、
訴
訟
に
及
ぶ
こ
と
も
で
き
な
か

（
６
）

っ
た
訳
で
あ
る
。

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
ま
で
の
後
家
は
、
多
く
の
場

〈
ロ
、

伺
夫
が
未
処
分
で
遣
し
た
所
領
を
男
女
子
息
に
分
配

㈹
夫
か
ら
子
息
ら
に
譲
与
さ
れ
た
所
領
に
対
す
る
管
理
・
処
分
権

⑤
そ
れ
も
、
子
息
成
人
以
前
の
中
継
ぎ
に
留
ま
ら
ず
、
後
家
存
命
の
間
、

持
続
さ
れ
る
権
限

を
持
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
後
家
の
権
限
（
仮
に
「
後
家
権
」
と
す
る
）
は
、
（
７
）

夫
と
互
い
の
所
領
を
持
ち
寄
り
、
一
体
的
な
経
営
を
営
ん
で
い
る
妻
の
立
場

と
、
当
時
の
「
家
」
に
お
い
て
絶
対
的
と
さ
れ
た
親
権
の
一
方
を
分
け
持
つ

（
Ｑ
Ｕ
）

母
権
の
複
合
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
後
家
権
の
強
い
「
家
」
に
お
い
て
、
何
ら
か
の

問
題
は
生
じ
た
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
大
法
師
永
範
が
東
大
寺
上
司
東
辺

阿
弥
陀
院
の
敷
地
を
未
処
分
の
ま
ま
死
去
し
た
と
こ
ろ
、
養
子
と
門
弟
た
ち

が
「
後
家
恋
文
害
盗
取
了
」
と
し
て
合
議
し
、
二
九
四
（
建
久
五
）
年
十

一
月
、
所
領
を
僧
永
厳
に
配
分
し
た
例
が
あ
る
（
『
大
和
宝
珠
院
文
書
』
、

『
鎌
』
七
六
○
号
）
。
ま
た
、
法
隆
寺
領
播
磨
国
鵤
庄
で
は
、
桑
原
貞
久
が
長

く
下
司
職
を
務
め
て
き
た
が
、
死
去
し
た
の
で
、
子
息
貞
保
が
成
人
す
る
ま

で
の
間
、
後
家
尼
浄
心
が
代
官
と
し
て
下
司
職
の
沙
汰
を
行
な
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
息
子
と
の
間
が
不
和
に
な
り
、
浄
心
は
異
姓
他
人
の
者
に
譲
与
し
て

し
ま
い
、
寺
家
と
対
立
し
た
（
『
春
日
神
社
文
書
』
建
長
五
年
八
月
三
日
「
法

隆
寺
牒
」
、
『
鎌
』
七
六
○
五
号
）
。
こ
の
よ
う
に
、
後
家
が
後
家
権
を
全
う

せ
ん
と
す
る
時
、
力
を
伸
ば
し
つ
つ
あ
る
嫡
子
と
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
の
生
じ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
実
子
で
あ
っ
て
も
、
成
長
す
れ
ば
人
間
的
に
不
和
が
生
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じ
る
こ
と
は
多
い
の
で
あ
り
、
継
母
子
間
の
間
に
は
特
に
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発

し
、
瀬
野
精
一
郎
氏
編
『
鎌
倉
幕
府
裁
許
状
集
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七

○
年
）
に
は
そ
の
よ
う
な
相
論
が
数
多
い
。
先
に
見
た
、
後
家
と
嫡
子
の
連

名
の
処
分
状
な
い
し
売
券
は
、
か
か
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
ろ
う
。
後
家
と
嫡
子
と
の
競
合
は
、
こ
の
時
代
の
「
家
」
の
不
安
定
さ

で
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
後
家
が
嫡
子
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
が
散
見
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
早
く
は
一
二
三
三
（
貞
永
二
）
年
二
月
十
六
日
に
肥
後
国
の
天

草
種
有
入
道
が
本
砥
島
の
地
頭
職
を
嫡
子
播
磨
局
に
譲
り
、
そ
の
う
ち
の
浦

・
村
を
「
め
に
て
候
も
乃
」
即
ち
妻
と
こ
ま
わ
う
、
女
子
を
く
上
ま
、
又
太

郎
入
道
に
配
分
し
、
妻
も
こ
ま
わ
う
も
を
く
上
ま
も
、
播
磨
局
を
自
分
の
跡

と
思
い
、
そ
の
命
に
違
わ
ぬ
よ
う
規
定
し
て
い
る
（
『
志
岐
文
書
』
「
天
草
種

有
譲
状
案
」
、
『
鎌
』
四
四
四
五
号
）
。

十
三
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
後
家
が
夫
か
ら
譲
与
さ
れ
る
後
家
分
所
領
が

減
少
し
、
子
息
に
譲
与
さ
れ
た
所
領
の
収
益
の
一
部
が
後
家
に
分
け
与
え
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
（
次
節
で
詳
述
）
。
そ
の
場
合
、
後
家
と
嫡
子
と
の

関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
一
二
六
四
（
文
永
元
）
年
四
月
二
十
九
日

に
、
清
原
重
成
は
田
三
段
を
売
却
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
三
段
の
所
当
は

後
家
比
丘
尼
妙
貞
（
重
成
母
か
）
の
取
り
分
で
あ
っ
た
。
重
成
が
他
に
売
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
妙
貞
の
所
当
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
『
白

河
本
東
寺
文
書
』
一
六
七
「
比
丘
尼
妙
貞
去
状
」
「
清
原
重
成
田
地
売
券
」
、

『
鎌
』
九
○
八
七
、
九
○
八
五
号
）
。
一
三
二
（
延
慶
四
）
年
二
月
二
十
五

日
の
「
相
良
蓮
道
置
文
」
で
は
、
後
家
は
皆
実
母
で
あ
る
の
で
、
特
に
後
家

分
は
譲
ら
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
女
子
た
ち
に
所
領
を
譲
与
し
な
い
の
で
、

女
子
が
夫
に
捨
て
ら
れ
「
ま
ど
ひ
も
の
」
に
な
っ
た
時
、
母
と
し
て
扶
持
し

て
や
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
、
母
一
期
の
間
、
成
恒
名
の

米
を
一
年
に
十
石
を
与
え
る
、
と
記
し
て
い
る
（
『
相
良
家
文
書
』
、
『
鎌
』
二

四
二
二
六
号
）
。
こ
こ
で
は
、
父
の
置
文
が
効
力
を
持
ち
、
後
家
の
「
沙
汰
．

進
退
」
即
ち
管
理
権
が
留
保
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
一
三
一
五
（
正
和

四
）
年
の
「
色
部
長
綱
譲
状
」
は
、
子
息
が
母
に
対
し
て
地
頭
職
を
譲
っ
た

例
で
あ
る
。
本
文
に
は
、
「
右
、
か
の
と
こ
ろ
は
、
な
か
つ
な
さ
う
て
ん
の

ち
り
や
う
な
り
、
し
か
る
を
て
つ
き
の
し
や
う
等
を
あ
ひ
そ
ゑ
て
、
は
Ｌ
御

せ
ん
に
ゆ
つ
り
ま
い
ら
せ
候
、
御
い
ち
こ
は
、
こ
上
ろ
や
す
く
御
ち
き
や
う

あ
る
へ
く
候
、
た
上
し
こ
の
と
こ
ろ
は
、
そ
う
り
や
う
に
つ
た
わ
る
と
こ
ろ

に
て
候
へ
は
、
御
い
ち
こ
の
上
ち
は
、
三
郎
な
か
と
も
に
ゆ
つ
り
た
ふ
へ
く

候
」
と
あ
り
、
一
期
の
後
の
領
主
ま
で
定
め
ら
れ
て
い
た
（
『
出
羽
伊
佐
早

謙
氏
蔵
色
部
文
書
』
、
『
鎌
』
二
五
五
九
九
号
）
。
こ
の
場
合
は
、
完
全
に
母

と
子
の
関
係
の
逆
転
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
以
前
の
よ
う
な
後
家
権
の

存
在
は
想
定
し
難
い
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
十
二
世
紀
に
成
立
し
た
後
家
権
は
、
鎌
倉
時

代
の
十
三
世
紀
半
ば
以
降
、
後
退
し
て
行
き
、
十
四
世
紀
に
入
る
と
嫡
子
優

位
が
父
の
置
文
に
支
え
ら
れ
つ
つ
支
配
的
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
後
家
の
歴

史
は
、
女
子
相
続
が
、
十
二
世
紀
に
男
子
よ
り
少
分
と
な
り
、
十
三
世
紀
半

ば
以
降
、
一
期
分
が
増
加
し
、
十
四
世
紀
に
入
り
単
独
相
続
に
移
行
す
る
や
、

消
滅
な
い
し
極
少
化
さ
れ
る
歴
史
と
、
時
期
的
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
母

親
は
、
女
子
一
期
分
の
成
立
と
同
時
に
、
自
分
の
子
に
自
身
の
所
領
を
譲
与
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す
る
こ
と
が
な
く
な
る
か
ら
親
母
の
親
権
は
後
退
す
る
は
ず
で
あ
り
、
ま

た
夫
婦
で
所
領
の
持
ち
寄
り
経
営
を
行
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
女
子
分
の
狭

少
化
に
よ
り
困
難
と
な
っ
て
い
っ
た
は
ず
で
、
そ
れ
ら
に
支
え
ら
れ
た
後
家

権
も
後
退
し
た
の
で
あ
る
。

院
政
期
か
ら
十
四
世
紀
に
至
る
ま
で
の
「
家
」
、
即
ち
「
中
世
前
期
的

『
家
』
」
は
父
権
母
権
双
方
を
含
む
親
権
の
絶
対
性
を
そ
の
原
理
に
し
た
。

中
世
後
期
の
十
五
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
隠
居
制
の
開
始
に
よ
っ
て
父
権
が

後
退
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
母
権
の
後
退
（
或
い
は
主
婦
権
的
な
も

の
へ
の
吸
収
・
観
念
的
な
「
母
性
」
へ
の
変
質
）
は
、
既
に
十
四
世
紀
南
北

朝
期
に
は
支
配
的
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

表後家分に占める一期分の割合

年 ｜琴総襄|永代譲与|讓期葦|罰譽錫
３
５
３
１
５
２
０
９
９
４
５
１
１

１
１

１

１
１

３
４
２
１
１
４
７
４
３
５
０
２
２

０
１
１
０
４
８
３
５
６
９
５
９
９

0

20

33．3

0

80

66．7

30

55．6

66．7

64.3

100

81．8

81．8

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
’

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

『鎌倉遺文』 1～33巻より作成

次
に
、
妻
が
夫
の
所
領
の
一
部
を
、
諸
子
た
ち
同
様
に
分
割
譲
与
さ
れ
る

後
家
分
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
後
家
分
の
例
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
極
め
て
多

い
が
、
夫
が
妻
に
後
家
分
を
分
け
る
論
理
は
、
「
年
来
夫
妻
」
「
年
来
の
芳

契
浅
か
ら
ざ
る
に
よ
り
」
と
夫
婦
の
絆
を
強
調
し
た
り
、
「
数
子
の
母
堂
」

で
あ
る
こ
と
が
理
由
に
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
後
家
分
を
譲
ら
な
い
場
合

に
、
「
皆
同
父
一
腹
子
」
（
『
民
経
記
寛
喜
三
年
四
月
巻
裏
文
書
』
文
治
二

年
十
一
月
一
干
一
百
「
荒
木
田
梱
鵬
拠
分
状
案
」
、
『
鎌
』
一
九
一
喜
）
、
「
他

腹
子
息
不
相
交
之
上
、
不
可
有
改
娘
之
儀
」
（
前
出
『
鎌
』
七
七
四
八
号
）
、

（
実
母
）

ま
た
『
相
良
蓮
道
置
文
』
の
「
こ
け
〈
い
つ
れ
も
し
ち
ほ
な
れ
〈
、
へ
つ
に

さ
し
わ
け
て
ゆ
つ
る
事
〈
な
し
」
（
前
出
『
鎌
』
二
四
二
二
六
号
）
な
ど
、

子
供
た
ち
の
実
母
で
あ
る
こ
と
が
譲
ら
な
い
論
理
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
後
家
分
を
譲
る
理
由
は
、
他
腹
の
子
も
交
じ
る
「
家
」
の
中
で
、

後
家
が
安
定
し
た
生
活
を
送
り
、
ま
た
「
家
」
の
中
の
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
す

る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
妻
が
自
身
の
親
か
ら

譲
ら
れ
る
所
領
の
減
少
と
い
う
事
情
が
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
後
家
分
の
変
遷
を
追
っ
て
み
よ
う
。
上
の
表
は
、
『
鎌
倉
遺
文
』

所
収
の
文
書
か
ら
後
家
分
を
譲
与
し
て
い
る
も
の
を
拾
い
、
年
不
詳
の
も
の

を
除
き
、
二
八
六
年
か
ら
一
三
一
五
年
ま
で
を
十
年
毎
に
区
切
り
、
一
期

分
の
占
め
る
・
ハ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、

鎌
倉
初
期
に
は
少
な
か
っ
た
一
期
分
が
、
次
第
に
増
加
し
、
十
三
世
紀
後
半

三
、
後
家
分
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期
で
は
む
し
ろ
主
流
と
な
る
。
後
家
分
も
ゞ
女
子
分
同
様
に
、
永
代
か
ら
一

期
へ
と
い
う
道
筋
を
た
ど
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
女
子
一
期
分
は
、
通
常
、

生
家
の
所
領
の
婚
家
へ
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
と
し
て
説
明
さ
れ
る
が
、
後
家

分
の
場
合
は
改
嫁
す
る
な
ど
し
て
、
他
夫
と
の
間
に
子
が
で
き
た
場
合
、
そ

ち
ら
に
流
出
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
ろ
う
。

後
家
分
が
永
代
譲
与
で
あ
る
か
一
期
分
譲
与
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
の
違

い
は
、
後
家
に
処
分
権
が
あ
る
か
な
い
か
の
違
い
で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
早

川
本
仏
の
後
家
尼
浄
仏
は
、
夫
か
ら
一
二
五
八
（
正
嘉
二
）
年
、
安
芸
国
沼

田
庄
内
の
屋
敷
以
下
の
所
領
を
一
期
の
間
譲
ら
れ
、
一
期
の
後
は
女
子
松
弥

に
譲
り
、
も
し
松
弥
に
子
が
な
く
母
よ
り
先
に
死
去
し
た
場
合
は
松
弥
の
兄

弟
た
ち
の
子
に
譲
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
松
弥
は
子
供
を
残
し

て
死
去
し
た
。
浄
仏
は
こ
の
時
、
松
弥
の
子
の
中
で
経
継
の
承
を
除
外
し
て

配
分
を
行
な
っ
て
、
後
に
相
論
の
種
を
残
し
た
よ
う
だ
。
経
継
は
「
浄
仏
為

一
期
領
主
、
除
経
継
令
分
譲
之
条
、
甚
非
正
儀
」
と
述
べ
て
、
浄
仏
は
一
期

領
主
で
あ
る
か
ら
処
分
権
が
な
い
と
強
調
し
た
。
だ
が
経
継
は
、
別
の
箇
所

で
、
「
祖
母
尼
申
子
細
之
間
、
依
難
背
彼
命
」
と
述
べ
て
、
「
家
」
の
中
で

の
後
家
尼
浄
仏
の
権
限
に
逆
ら
い
か
ね
て
お
り
、
伝
統
的
な
後
家
権
を
持
ち

続
け
る
浄
仏
と
、
一
期
領
主
と
い
う
地
位
と
の
間
の
矛
盾
が
見
て
と
れ
る

（
『
小
早
川
家
文
書
』
正
応
二
年
閏
十
月
九
日
「
関
東
下
知
状
」
、
『
鎌
』
一

七
一
七
八
号
）
。

十
四
世
紀
に
入
る
と
、
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
後
家
分
は
子
息
の
所
領

の
一
部
か
ら
得
分
の
承
を
与
え
ら
れ
る
形
が
増
加
す
る
。
ま
た
、
後
家
分
が

全
く
譲
与
さ
れ
な
い
例
も
生
じ
て
く
る
。
そ
の
事
情
は
、
前
に
挙
げ
た
「
相

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
世
前
期
的
「
家
」
で
は
、
父
系
直
系
継
承

が
行
な
わ
れ
る
中
で
、
嫡
子
の
優
位
が
既
に
形
作
ら
れ
な
が
ら
も
、
ま
だ
諸

子
分
割
相
続
が
行
な
わ
れ
、
女
子
も
所
領
の
譲
与
を
受
け
、
自
分
の
子
に
そ

れ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
は
、
直
系
継
承
が
行
な
わ
れ
る
中
で

親
権
（
父
・
母
）
が
絶
体
的
な
も
の
と
さ
れ
、
親
の
教
命
と
い
う
こ
と
が
、

「
家
」
の
秩
序
を
保
つ
最
高
の
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
本
稿
で
検
討

し
た
後
家
権
は
、
右
の
よ
う
な
「
家
」
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
鎌
倉
時
代
の
「
家
」
は
形
を
変
え
て
い
き
、
十
四
世
紀
に

は
、
父
系
嫡
系
単
独
相
続
を
達
成
さ
せ
る
。
「
家
」
の
在
り
方
を
通
観
す
る

時
、
中
世
前
期
は
そ
の
成
長
期
と
も
言
う
べ
き
、
言
わ
ば
長
大
な
過
渡
期
と

言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
女
性
全
般
の
経
済
的
地
位
が
低
落
傾
向
を
見
せ
た
時
、

中
世
前
期
的
「
家
」
が
形
成
さ
れ
た
が
故
に
、
逆
説
的
に
開
花
し
た
の
が
後

（
ｎ
コ
）

家
の
地
位
で
あ
り
、
母
性
尊
重
思
想
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
単
独

相
続
が
開
始
さ
れ
て
「
家
」
が
次
の
中
世
後
期
的
段
階
に
入
る
と
、
後
家
も

さ
ほ
ど
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
し
、
母
性
尊
重
も
極
め
て
観
念
的

な
思
慕
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
夫
婦
の
財
産
と
経
営
に
つ
い
て
言
及
し
、
結
び
に
か
え
た
い
。

夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
家
か
ら
所
領
を
譲
与
さ
れ
て
い
る
場
合
、
夫
婦
財
産

は
別
産
を
原
則
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
義
で
処
分
等
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う

良
蓮
道
置
文
」
に
詳
し
い
。

結
び
に
か
え
て
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で
あ
る
が
、
共
有
的
な
面
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
夫
の
負
債
の
た
め
に
妻
が

祖
母
か
ら
相
伝
し
た
田
を
「
夫
婦
相
共
」
に
流
し
た
例
（
『
東
大
寺
文
書
』

四
’
七
三
、
嘉
禄
二
年
正
月
十
一
日
「
藤
原
氏
女
田
地
流
文
」
、
『
鎌
』
三
四

五
○
号
。
な
お
こ
こ
で
、
妻
は
夫
を
「
縁
友
俊
有
」
と
称
し
て
い
る
）
や
、

自
分
が
貧
し
く
て
課
役
に
耐
え
ぬ
こ
と
を
起
請
文
で
強
調
す
る
時
に
「
又
住

宅
屋
敷
申
候
モ
、
妻
女
之
屋
敷
永
て
候
」
と
述
べ
た
夫
の
姿
も
見
ら
れ
（
コ

ー
ル
大
学
所
蔵
文
書
』
弘
安
四
年
九
月
十
日
、
『
鎌
』
一
四
四
四
九
号
）
、
別

産
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
、
夫
の
負
債
を
妻
が
肩
代
わ
り
し
、
妻
の
家
に
共

に
住
ん
で
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
夫
の
留
守
中
に
俄
に
要
用
有
り

と
し
て
、
妻
と
女
子
二
人
が
夫
の
畠
地
を
売
却
し
て
い
る
例
も
あ
る
（
『
法

隆
寺
文
書
』
（
貞
永
ヵ
）
元
年
十
二
月
十
九
日
「
藤
原
姉
子
等
家
地
売
券
」
、

『
鎌
』
四
四
二
○
号
）
。
夫
婦
連
名
の
売
券
に
至
っ
て
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い

る
。
夫
と
妻
が
互
い
を
「
縁
友
」
と
呼
び
合
い
、
菩
提
を
弔
い
合
う
よ
う
な

（
ｎ
ワ
）

関
係
は
、
こ
う
し
た
共
同
生
活
・
共
同
経
営
に
基
づ
い
て
生
じ
た
夫
婦
の
緊

（
叩
）

密
性
で
あ
り
、
そ
の
延
長
上
に
後
家
権
が
位
置
し
た
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
初
期
の
研
究
に
お
い
て
は
、
女
子
相
続
は
鎌
倉
時
代
全
般
を
通
じ
て

一
期
分
で
あ
る
と
の
考
え
が
主
流
で
あ
っ
た
。
三
浦
周
行
「
親
子
関
係

を
中
心
と
し
て
の
家
族
制
度
」
（
『
法
制
史
の
研
究
』
、
岩
波
書
店
、
一

九
一
九
年
）
、
中
田
薫
「
中
世
の
財
産
相
続
法
」
（
『
法
制
史
論
集
』
巻

一
、
岩
波
書
店
、
一
九
二
六
年
）
、
滝
川
政
次
郎
「
法
制
史
上
に
於
け

る
女
性
の
地
位
」
（
『
日
本
法
制
史
研
究
』
、
有
斐
閣
、
一
九
四
二
年
）
、

石
井
良
助
「
中
世
婚
姻
法
」
（
『
法
学
協
会
雑
誌
』
六
○
’
二
、
一
九
四

二
年
）
、
福
尾
猛
市
郎
『
日
本
家
族
制
度
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
四

八
年
）
な
ど
等
し
く
こ
の
見
解
に
立
ち
、
ほ
ぼ
通
説
化
し
て
い
た
こ
と

は
、
例
え
ば
井
上
清
『
新
版
日
本
女
性
史
』
（
三
一
書
房
、
一
九
六
七

年
）
も
右
の
見
解
に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
岡
田
章
雄
「
中
世
武
家
社
会
に
於
け
る
女
性
の
経
済

的
地
位
」
（
『
歴
史
と
地
理
』
六
○
’
三
・
四
、
一
九
三
七
年
）
は
早
く

か
ら
実
証
的
に
永
代
譲
与
か
ら
一
期
分
へ
の
流
れ
を
論
じ
て
い
た
。
だ

が
、
そ
れ
が
学
界
の
主
流
と
な
る
の
は
五
○
年
代
以
降
で
あ
る
。
福
尾

猛
市
郎
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
女
性
の
財
産
に
つ
い
て
」
（
『
山
口
大
学

文
学
会
誌
』
四
’
一
、
一
九
五
三
年
）
、
辻
村
輝
雄
「
中
世
武
家
女
性

の
一
期
譲
与
」
（
『
信
州
大
学
教
育
学
部
研
究
論
集
』
九
、
一
九
五
八

年
）
な
ど
が
そ
の
任
を
果
た
し
た
。
以
後
の
女
性
相
続
に
関
す
る
研
究

を
、
次
に
ま
と
め
て
掲
げ
て
お
く
。
石
村
ゑ
ち
子
「
地
頭
職
相
伝
上
に

お
け
る
女
性
の
地
位
Ｉ
入
来
文
書
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
『
国
学
院

雑
誌
』
七
六
’
七
、
一
九
六
一
年
）
、
加
藤
桂
子
「
鎌
倉
時
代
に
お
け

る
婦
人
財
産
権
」
（
東
京
女
子
大
学
『
史
論
』
三
、
一
九
五
五
年
）
、

杉
谷
昭
「
中
世
に
於
る
女
性
の
中
継
相
続
に
つ
い
て
」
（
『
九
州
史
学
』

五
、
一
九
五
七
年
）
、
勝
守
す
み
「
新
田
氏
一
族
の
女
性
」
（
『
歴
史
教

育
』
一
三
’
八
、
一
九
六
五
年
）
、
西
村
圭
子
「
中
世
の
女
子
相
続
制
に

関
す
る
二
三
の
考
察
」
（
『
歴
史
教
育
』
一
三
’
八
、
一
九
六
五
年
）
、

宮
本
義
己
「
武
家
女
性
の
資
産
相
続
ｌ
毛
利
氏
領
国
の
場
合
ｌ
」

（
『
国
学
院
雑
誌
』
七
六
’
七
、
一
九
七
五
年
）
、
服
藤
早
苗
「
平
安
時
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代
に
お
け
る
相
続
に
つ
い
て
」
（
『
家
族
史
研
究
』
二
、
一
九
八
○
年
）
、

同
「
平
安
時
代
の
女
性
財
産
権
ｌ
と
く
に
相
続
財
産
を
中
心
と
し
て

ｌ
」
（
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
女
性
文
化
資
料
館
報
』
二
、
一
九
八
一

年
（
服
藤
氏
の
両
論
文
は
、
同
『
家
成
立
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一

九
九
一
、
所
収
）
）
、
西
村
汎
子
「
古
代
末
期
に
お
け
る
女
性
の
財
産

権
」
（
女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
史
』
一
、
一
九
八
二
年
）
、

五
味
文
彦
「
女
性
所
領
と
家
」
（
女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性

史
』
二
、
一
九
八
二
年
）
、
拙
稿
「
家
領
の
相
続
に
見
る
九
条
家
」
（
『
日

本
歴
史
』
四
八
一
、
一
九
八
八
年
）
、
ま
た
、
前
近
代
女
性
史
研
究
会

編
『
家
族
と
女
性
の
歴
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
所
収
の

拙
稿
「
中
世
に
お
け
る
天
皇
家
ｌ
女
院
領
の
伝
領
と
養
子
ｌ
」
、

近
藤
成
一
「
中
世
財
産
相
続
法
の
成
立
１
分
割
相
続
に
つ
い
て

ｌ
」
、
後
藤
ゑ
ち
子
「
南
北
朝
・
室
町
期
の
女
性
の
所
領
相
続
ｌ

単
独
相
続
と
の
関
係
ｌ
」
。

（
２
）
関
口
裕
子
「
家
父
長
制
家
族
の
未
成
立
と
日
本
古
代
社
会
の
特
質
に

つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
四
七
、
一
九
八
三
年
）
他
、
関
口
氏
の

一
連
の
論
文
。
義
江
明
子
『
日
本
古
代
の
氏
の
構
造
』
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
六
年
）
、
吉
田
孝
『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
八
三
年
）
、
明
石
一
紀
『
日
本
古
代
の
親
族
構
造
』
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
○
年
）
、
服
藤
早
苗
「
摂
関
期
に
お
け
る
『
氏
』
『
家
』
ｌ
『
小

右
記
』
に
承
ら
れ
る
実
資
を
中
心
に
し
て
」
（
青
木
和
夫
先
生
還
暦
記

念
会
編
『
日
本
古
代
の
政
治
と
文
化
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
、

佐
藤
進
一
『
日
本
の
中
世
国
家
』
）
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
、
鈴
木

国
弘
『
在
地
領
主
制
』
（
雄
山
閣
、
一
九
八
○
年
）
、
飯
沼
賢
司
「
中
世

イ
エ
研
究
前
進
の
た
め
の
試
論
」
（
『
民
衆
史
研
究
』
二
三
、
二
四
、
一

九
八
二
年
）
、
岸
本
光
子
「
鎌
倉
期
在
地
領
主
層
に
お
け
る
族
的
結
合

の
構
造
」
（
『
中
央
史
学
』
九
、
一
九
八
九
年
）
、
ま
た
前
近
代
女
性
史

研
究
会
編
前
掲
注
（
１
）
書
所
収
の
諸
論
文
な
ど
。

（
３
）
後
藤
前
掲
注
（
１
）
論
文
。

（
４
）
飯
沼
賢
司
「
『
職
』
と
イ
エ
の
成
立
」
『
歴
史
学
研
究
』
五
三
九
、

一
九
八
四
年
。

（
５
）
杉
谷
前
掲
注
（
１
）
論
文
、
石
村
前
掲
注
（
１
）
論
文
、
加
藤
前
掲
注

（
１
）
論
文
な
ど
。

（
６
）
岸
本
前
掲
注
（
２
）
論
文
。

（
７
）
服
藤
早
苗
「
摂
関
期
に
お
け
る
受
領
の
『
家
』
と
家
族
形
態
ｌ
三

河
守
源
経
相
の
場
合
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
四
七
、
一
九
八
五
年
）
。

（
８
）
米
谷
豊
之
祐
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
母
権
ｌ
特
に
猶
子
・
継
子
と

の
関
係
に
お
け
る
」
（
『
大
阪
城
南
女
子
短
大
研
究
紀
要
』
一
○
、
一
九

七
五
年
）
。

（
９
）
脇
田
晴
子
「
中
世
に
お
け
る
性
別
役
割
分
担
と
女
性
観
」
（
女
性
史

総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
史
』
二
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二

年
）
、
同
「
母
性
尊
重
思
想
と
罪
業
観
ｌ
中
世
の
文
芸
を
中
心
に
」

（
同
編
『
母
性
を
問
う
』
上
、
人
文
書
院
、
一
九
八
五
年
）
、
大
隅
和

雄
「
女
性
と
仏
教
ｌ
高
僧
と
そ
の
母
」
（
東
京
女
子
大
学
『
史
論
』

三
六
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
。

（
蛆
）
峰
岸
純
夫
「
金
石
文
な
ど
に
お
け
る
『
縁
友
』
に
つ
い
て
」
（
竹
内
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（
Ⅱ
）
な
お
、
後
家
に
つ
い
て
は
こ
の
他
、
高
木
豊
「
中
世
の
妻
女
と
後
家

と
後
家
尼
」
（
『
月
刊
百
科
』
二
四
○
、
一
九
八
二
年
）
、
瀬
野
精
一
郎

「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
改
嫁
に
つ
い
て
」
（
『
史
観
』
一
○
七
、
一
九
八

二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

年
）
、

願
」
（

年
）
、
ｌ
」

文
館
、

理
三
編
『
鎌
倉
遺
文
』
月
報
一
○
、
東
京
堂
、
一
九
七
六
年
）
、
同
「
中

世
社
会
の
『
家
』
と
女
性
」
（
『
講
座
日
本
歴
史
』
三
、
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
八
四
年
）
、
同
「
平
安
未
・
鎌
倉
時
代
の
夫
婦
呼
称
の
一
考

察
ｌ
『
女
共
』
『
縁
友
』
『
縁
共
』
を
中
心
に
ｌ
」
（
前
近
代
女

性
史
研
究
会
編
『
家
族
と
女
性
の
歴
史
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九

年
）
、
勝
浦
令
子
「
院
政
期
の
宗
教
活
動
に
見
え
る
夫
と
妻
の
共
同
祈

願
」
（
『
高
知
女
子
大
学
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学
編
三
五
、
一
九
八
七

年
）
、
黒
田
弘
子
「
中
世
前
期
村
落
の
女
性
ｌ
村
落
祭
祀
を
通
し
て

ｌ
」
（
前
近
代
女
性
史
研
究
会
編
『
家
族
と
女
性
の
歴
史
』
、
吉
川
弘

（
付
記
）
本
稿
脱
稿
の
後
、
服
藤
早
苗
氏
の
「
未
処
分
財
産
の
相
続
形

態
と
女
子
・
後
家
」
（
『
家
成
立
史
の
研
究
ｌ
祖
先
祭
祀
・
女
・
子

ど
も
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年
）
に
接
し
、
参
考
に
な
る
点
が
多

い
が
、
本
稿
で
は
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
本
稿
は

一
九
八
七
年
六
月
の
比
較
家
族
史
学
会
大
会
に
お
い
て
報
告
し
た
も
の

で
あ
る
た
め
、
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
鎌
倉
遺
文
』
三
三
巻
ま
で
の

古
文
書
を
も
と
に
分
析
を
加
え
て
い
る
。
本
稿
は
一
九
八
二
年
度
、
早

稲
田
大
学
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
の
一
部
を
も
と
に
新
た
に
書
き
改
め

一
九
八
九
年
）
な
ど
。

た
も
の
で
あ
る
。
御
指
導
い
た
だ
い
た
瀬
野
精
一
郎
先
生
、
当
時
の
大

学
院
生
諸
氏
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
・
日
本
中
世
史
）
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